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１． まえがき 

平成 24 年現在，日本では少子高齢化が進み，現在の高

齢者率は 23．3％となっており，すでに超高齢社会を迎え

ている．またそれに伴い，全世帯の中で独居世帯や高齢

者世帯の占める割合が急増している．一方では，地域コ

ミュニティにおける日常的な交流機会が減り，地域内で

の情報共有をいかに図るかが課題となっている．更に都

市部では，隣家との日常的な情報交換が困難になってい

る実情がある．また，町内の回覧板が円滑に回らないと

いう悩みも聞かれるようになった．このような環境の下

では，高齢者は，見ず知らずの人を家の中に招き入れる

ことは拒否し，引きこもりともいえる状況に陥りがちで

ある．このような状況から，地域コミュニティが弱体化

しているということが言える． 

そこで本稿では地域コミュニティの活性化のため，高

齢者支援 Web システム”ブロックページ”を提案する．具

体的な機能として，高齢者の各家庭にタブレット端末を

導入し，システム内の安否確認機能から安否確認を行う．

また，当日の連絡など，回覧板で伝えられる内容がネッ

トワークセンターで情報更新され，タブレット画面上に

掲示される．それ以外にも，タブレット画面上には，テ

レビ電話，情報センターとの通話ボタンなどワンプッシ

ュのアイコンが設定され，インターネットが当たり前に

なった時代において排他されがちな層にも恩恵が受けら

れるよう，ネットオーダーによる宅配機能などを付加し

て，快適な生活を送るための支援も併せて行う． 

また実証実験は愛知県岡崎市細川学区で実施する．愛

知県岡崎市細川学区は，高齢化が進み，買い物困難者が

比較的多い地区である． 

本稿では第２章にて地域コミュニティについて述べて，

第３章にて高齢者支援システム“ブロックページ”の実

装について，第４章にて実証実験における評価と考察を

述べ，最後に第５章にてまとめる． 

 

2 ．地域コミュニティの活性化 

 

2.1 地域コミュニティの現状 

地域コミュニティは，平常時における定期的な防災訓

練の実施，住民の防災意識や災害時に向けた準備の喚起

等に大きな役割を果たすとともに，災害時においては，

災害発生直後の住民の安否確認，初期救助活動，情報の

伝達，避難所の運営，被災した住居を狙った窃盗等を防

ぐための住民による見回りに重要な役割を果たしている．

実際に，平成 7年の阪神・淡路大震災では，倒壊した家屋

等に閉じ込められ救助された人々の多くは，救助隊員等

のほか，家族や近所の住民によって救助された． 

しかし現在少子高齢化に伴い，地域コミュニティにお

ける日常的な交流機会が減り，地域コミュニティが弱体

化している．都市部，地方部における地域コミュニティ

の状況を把握するために行った調査によると，15 大都市

においては，地域コミュニティはかなり衰退していると

ともに，町村部においても，15 大都市ほどではないもの

の，地域コミュニティが衰退している状況にある(図 1)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 地域コミュニティにおける高齢者 

地域コミュニティ内において，高齢者は人数の割合，

またその地域における生活のノウハウを多く有している

といった理由から大きな役割を果たしている． 

現在地域コミュニティにおける高齢者の中でも，一人

暮らしをしている高齢者の割合が増加している．平成 20

年版高齢社会白書によると，65 歳以上の一人暮らし高齢

者数は，平成 17（2005）年には男性約 105 万人，女性約

281 万人となっている．一人暮らし高齢者数は年々増加傾

向にあり，2030 年には，717 万人に達することが見込まれ
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図 1 地域内の人々とどのような付き合いをしているか 
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ている．また，一人暮らし高齢者の日常生活において

「心配ごとがある」と回答した高齢者の割合は 63％で，

うち「頼れる人がいない」人はその半数の 30．7％となっ

ているまた悩み事の内訳として，頼れる人がいない，

（身体的な理由から）行動範囲は 500m 程度で家にこもり

がち，買い物も重いものは運べない，隣人との接点がな

い，インターネット等は難しくて使えないといったよう

なことが挙げられる． 

地域コミュニティにおいて，上記のような理由から，

高齢者は日常生活を送ることすら困難である場合があり，

地域コミュニティを活性化させるためには，地域におけ

る高齢者を支援する必要がある． 

3．高齢者支援システム“ブロックページ” 

 

3.1 高齢者支援システムの要件 

現在地域コミュニティの活性化のために各地で ICT の

導入が行われている．本稿ではそのような事例を踏まえ，

一人暮らしの高齢者の生活支援に着目し，ICT による高齢

者支援システムの要件を定義した． 

1. 買い物支援 

一人暮らし高齢者の悩み事として，「身体的な理

由から外出が困難である」，「買い物を重いものは

運べない」といったものがあった．そこでこれらの

問題の解決策として，ネットオーダーによる宅配機

能を備えた買い物機能が求められる． 

その際には，地域の商店と協力して消費を地域コ

ミュニティ内で行うようにする． 

2. 地域コミュニティ内での情報共有支援 

  2．1 節において，現在，地域コミュニティ内にお

いて，日常的な交流機会が減り，地域内での情報共

有をいかに図るかが課題であることを述べた．そこ

で，リアルな人的ネットワークを補強するため，町

内をインターネットのネットワークで結ぶ．それに

より地域内での情報共有を円滑に行うことができる

システムを形成する．また，共有したい情報として

は自治体からのお知らせや緊急情報などの情報が挙

げられる． 

3. 一人暮らし高齢者の孤立の防止 

  2．2 節において，高齢者の一人暮らしが増加傾向

にあることを述べた．一人暮らしの高齢者は日常生

活において「心配事がある」と答えており，健康面

や病気がちな面を非常に心配している人が多い．社

会との接点の乏しさから，孤独死という形で周囲に

存在さえ知られないまま，餓死や病死するケースが

頻繁に出ており，社会問題となっている．そこで一

人暮らしの高齢者の生活を地域全体で見守り，孤独

死を防止することのできるシステムが求められる． 

 

3.2 高齢者支援システムの機能 

ブロックページは高齢者が抱える悩みを解決すること

で，地域コミュニティを活性化させることを目的とする

プロジェクトである．3.1 節で定義した要件から導かれる，

以下の 3つの機能を実装した． 

1. 買い物支援機能 

  買い物支援の要件からは買い物支援機能が導かれ

る．買い物支援機能では，地域の商店と協力し，ネ

ットオーダーによる宅配機能を備えた買い物機能を

搭載することにより，高齢者は自宅にいながら買い 

物を済ますことができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 電子回覧板機能 

  地域コミュニティ内での情報共有支援の要件から

電子回覧板機能が導かれる．電子回覧板機能では，

自治体からのお知らせや災害情報などの緊急情報を

テキストや画像で各端末に一斉配信することができ

る．この機能により，以前では地域コミュニティの

衰退とともに滞りがちになっていた情報共有を円滑

に行うことができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 安否確認機能 

  一人暮らし高齢者の孤立の防止の要件から安否確

認機能が導かれる．安否確認機能では，高齢者が自

らの状態を一日一度ブロックページサーバに送信す

ることにより管理者による高齢者の見守りを実現す

る．この機能により，高齢者の緊急時の対応や孤独

死などの問題の解消につなげることができる． 

 

図 2 買い物機能フロー図 

図 3 電子回覧板フロー図 
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今回のブロックページでは使用するハードウェアとし

てタブレット端末を用いる．タブレット端末を使用する

理由は，PC やスマートフォンなどの従来のハードウェア

と比べてマウス操作やキーボード入力の複雑な操作が不

要で高齢者でも感覚的に使用できるからである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 は高齢者支援システム“ブロックページ”の全体

図である．高齢者は自宅からタブレットを操作し，ブロ

ックページサーバ上にある回覧板を閲覧したり，買い物

をしたりすることができる．また地方の自治体はパソコ

ンまたはタブレットから，回覧板やお知らせ，緊急情報

などをブロックページサーバに登録することができる．

そして地元スーパーはパソコンやタブレットから商品の

登録，注文状況の管理などができる．また，高齢者が買

い物機能にて注文を確定するとブロックページサーバか

らメールが届き，そのメールに書かれている注文内容を

確認し，各高齢者宅に商品を配送する． 

 

 

 

4．評価・考察 

 

本稿の実証は愛知県岡崎市細川学区で行なった．この

地区は，高齢化が進み，買い物困難者が比較的多い地域

となっているため，一人暮らし高齢者に向けた地域活動

が活発に行われている．実証では，岡崎市細川学区の 70

代を中心とした一人暮らしの高齢者を含む 40 世帯（加え

て民生委員ほか配布世帯の世話役も含め 100世帯）に対し

て，タブレット端末を配布して，ブロックページが地域

活性化を実現できるシステムかどうかを証明することを

目的としている． 

 

4.1 買い物支援の評価 

以下の図 6にて，買い物機能の使用状況を示す．注文

数は高齢者が実際に注文を行った件数を示している．ま

た，閲覧ユーザーはブロックページ内の買い物機能のペ

ージを閲覧した人数を示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の実証において，買い物の総注文件数は 8件と十分な

件数が得られなかった．しかし，買い物注文件数の 8件の

内，5 件は同一人物の注文であった．このことから一度買

い物機能の利便性を高齢者に理解してもらえれば，以降

も継続的に機能を使用してもらえると考えられる．つま

り高齢者の買い物機能の使用の初動をどうするかを検討

することが求められる． 

 また以下のに高齢者がよく閲覧した記事を示す．記事

の閲覧の傾向として，地域内の行事ごとのお知らせが比

較的よく閲覧されている．またタブレット端末の活用教

室の記事も多く閲覧されており，高齢者がよりタブレッ

トを活用したいと考えているのがわかる． 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ブロックページ全体図 

図 4 安否確認機能フロー図 

図 6 買い物機能使用状況 
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順位 人気記事名 

1 位 今年の家康行列 

2 位 きみまろの申し込み 

 
生活副資金貸付制度ご案内 

4 位 オレオレ詐欺に注意 

5 位 新聞取材電子回覧板 

 
水源東バスの紹介 

 
タブレット端末の活用教室開催 

 

4.2 電子回覧板の評価 

 

以下の図 7にて，電子回覧板の閲覧状況を示す．図 7の

縦軸はユーザーが電子回覧板の詳細ページを閲覧した回

数であり，また横軸は日付となっている．回覧板という

物の性質上毎日安定した閲覧数を得られているわけでは

ないが，平均を取ると一日 40 ページ以上の閲覧数が得ら

れていることがわかる． 

上記のことから，電子回覧板機能により地域内での情

報共有は円滑に行われていると考えられる．更に高齢者

は新しい記事のみではなく，古い記事も見なおしている

ことがわかった．これにより回覧板を電子化したことで，

従来の文章の保存ができなかった紙による回覧板とは違

い，過去ログとして記事を残すことが出来るようになり

利便性が増したということがいえる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 安否確認の評価 

 

以下の図 8にてブロックページの安否確認の機能の使用

状況を示す．図 8の縦軸は安否確認を使用した人数であり，

また横軸は日付となっている． 安否確認の結果としては

平均回答数が 26.5であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安否確認の使用状況はブロックページ導入直後を除い

ては，毎日過半数の高齢者の回答を得ることができた．

この面から考えると，安否確認機能は一人暮らし高齢者

の孤立の防止に貢献したと言える． 

 安否確認の使用状況から，「離脱率が低い」という

ことが言える．つまり，安否確認を使用しない高齢者は

全く使用しないが，使用する高齢者は毎日安否確認機能

を使用するということが言える．そのため使用しない高

齢者の初動を検討することが今後の課題である． 

 

5．まとめ 

平成 24 年現在，日本では少子高齢化が進み，現在の高

齢者率は 23．3％となっており，すでに超高齢社会を迎え

ている．またそれに伴い，全世帯の中で独居世帯や高齢

者世帯の占める割合が急増している．一方では，地域コ

ミュニティにおける日常的な交流機会が減り，地域内で

の情報共有をいかに図るかが課題となっている． 

このような背景のもと本稿では高齢者生活支援システ

ム「ブロックページ」により ICT による高齢者の生活支

援を行った．この際，アクセスログをとることで高齢者

の利用状況を調査し，本システムが地域内の情報共有の

円滑化と高齢者の孤立の防止といった要件を満たしてい

ることを確かめた． 

課題としては，買い物支援において高齢者のネットオ

ーダーに対するハードルをいかに取り去るかということ

が挙げられる． 
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図 8 安否確認機能使用状況 
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